
 

  

研究内容： 磁気ベナール対流の簡約モデルの定性的解析 

 

 ３次元空間において重力と逆方向に正の軸をとり、それと垂直な２つの無限平面の間に流体がある場合を考える。磁

気ベナール対流とは、流体を重力と逆方向から加熱し、磁場も重力と逆方向に一様に作用させた場合の対流である。

磁場の強さが零の場合は、ベナール対流となる。 

 今井・中村[1]は２次元空間における磁気ベナール対流のモデル化を行い、簡約モデルとして 4 次元の連立常微分方

程式を示している。彼らのモデルは磁場の強さを零にすると、ベナード対流のモデルである Lorenz 方程式となる。彼ら

は、磁場による流れのパターンの安定化作用と分岐現象への影響を調べている。 

 彼らの主な結果は、次のようである。磁場の強さが比較的大きいときには、温度が小さい所で周期倍分岐によりカオ

スへと遷移する。この現象は実験結果[2]と対応している。磁場がそれほど強くなく温度差が比較的大きい時には複数

の分岐現象がある。 

 本研究の目的は、ベナール対流から磁気ベナール対流への変化の現象を非線形現象の視点から解析することにあ

る。本報では磁場の強さを零にすると Lorenz 方程式となる今井・中村[1]のモデルに注目し、そのより詳細な分岐現象

の解析を目的とし、分岐の接続状況にも注目した解析を行うことである。 
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技術相談 

提供可能技術： 

・対流問題 

・非線形現象 

・モデル化 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  


